
「なぜ勉強をするの？」 

                          校長 須田 肇 

私が毎年この時期に子供たちの問いかけている言葉です。「なぜ勉強するの？算

数の難しい計算を勉強するけど、大人になった時に役に立たないんじゃない？」

その質問に対して子供たちは真剣に考えてくれます。勉強する理由は考えてくれ

た数だけあります。 

教育基本法では「人格の完成を目指し…、社会の形成者としての必要な資質を

備え…、心身ともに健康な国民の育成を期す…。」とありますが、

私は小学生には「自分の考えがもてる人になるためであり、自分

や自分たちの生活に必要でもっと豊かにするため」と伝えていま

す。 

小学校の各教科の学習で重視されているのが、「知識を関連づけたり、情報を整

理して考えをもったり、問題を見つけて解決策を考えたり、思いや考えを基に創

りだしたりする学習」です。それは「知識や技能を活用し、考えや表現・人間性

を発揮し、多面的な方向から物事をとらえる考え方（見方・考え方）ができる

力」の育成に繋がっています。 

直接生活で役に立たない、使わないから必要ないということではなく、それぞ

れの特質や知識に応じた見方・考え方を育むために勉強するのであり、その先に

あるのは、「自分の考えをもつ人になるためであり、みんなの生活に必要であり、

みんなの生活をもっと豊かにするため」ということをめざしているのだと考えて

ほしいと伝えています。 

子供たちがこれから勉強を続けていく中で、勉強で得た深い思慮によって、自

分なりの判断をしながら豊かな生活に向かって進んでいくことができる人になっ

てほしいなと願っています。ご家庭でも、「勉強してよかったことや別の見方で考

えてみたらよかったこと」等、ご自身のご経験をお子さんにぜひ伝えてくださる

ようお願いします。 
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学校教育目標【明日をつくる日出谷の子 よく考える子 思いやりのある子 たくましい子】 

日出谷小だより

１１月２７日（水） 校内持久走大会の健康観察・参加署名を忘れずに  

１１月２７日（水）（予備日２８日）に、校内持久走大会が行われます。これから子供た

ちは自分の目標を決め、体力向上のため練習を始めます。 

大会実施において「当日の体温・健康観察チェック」、「参加許可署名」、「健康観察用

紙」の忘れが大きな課題となっています。頑張ってきた子を走らせてあげたいという思い

はどの学級担任にもありますが、これらがないと安全上走らせることができません。学校

でも忘れないように連絡をしますので、ご家庭でも忘れのないように 

確実なご対応とご確認をお願いします。どうぞ、忘れて悲しい思いをする 

子供がでませんよう、ご協力をお願いします。 


